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電
磁
波
に
よ
る
治
療
と
い
う
の
は
、
電
線
を
流
れ
る
電
流
や
磁
石
か
ら
の
磁
気
な
ど
に
よ
る
療
法
・
治
療
と
は
少
々
事
を
異
に
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
の
研
究
・
治
療
の
歴
史
』
を
論
述
す
る
前
に
、
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
装
置
か
ら
作
り
出
さ
れ

一
、
電
気
科
学
の
あ
け
ぼ
の

電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
の
研
究
・
治
療
の
歴
史

〔
要
旨
〕
芯
磁
界
（
国
の
ｇ
『
・
日
侭
邑
の
胃
詩
匡
（
Ｅ
Ｍ
Ｆ
）
が
、
歴
史
上
初
め
て
人
間
に
認
識
さ
れ
た
の
は
、
遥
か
昔
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
ま
で
遡
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
電
磁
波
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
、
一
八
三
一
年
の
マ
ィ
ケ

ル
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ダ
ル
ソ
ン
バ
ル
が
、
電
磁
波
を
ジ
ア
テ
ル
ミ
ー
と
し
て
沽
旅
に

応
用
す
る
。
そ
れ
は
、
理
学
療
法
と
し
て
ま
た
電
気
メ
ス
に
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。
ま
た
、
最
近
、
電
磁
波
に
よ
る
生

体
影
響
に
関
し
話
題
と
な
っ
て
い
る
無
熱
効
果
を
発
見
し
た
の
は
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ァ
ー
ケ
、
ヴ
ァ
ィ
セ
ン
ベ
ル
ク
等
で

あ
る
。
現
在
、
電
磁
波
は
、
我
々
の
生
活
の
中
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
が
、
そ
の
電
磁
波
を
使
っ
た
疾
病
治
療
と
そ
の

生
体
影
響
に
つ
い
て
の
歴
史
を
本
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
電
磁
波
生
体
影
響
ジ
ア
テ
ル
ミ
ー
、
短
波
治
療
、
温
熱
効
果
、
無
熱
効
果
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て
空
中
に
飛
び
出
し
た
電
磁
波
と
、
単
に
電
線
上
を
流
れ
る
電
流
や
磁
気
と
の
性
質
の
違
い
、
並
び
に
そ
れ
ら
と
の
混
同
を
避
け
る
為
、
こ

こ
で
電
気
科
学
の
始
ま
り
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
電
気
」
を
意
味
す
る
言
葉
、
画
①
宮
ｇ
己
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
『
琉
珀
」
が
語
源
と
な
っ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
、
號
珀
（
こ

は
く
）
を
布
な
ど
で
摩
擦
す
る
と
髪
な
ど
を
引
き
付
け
る
性
質
、
つ
ま
り
帯
電
し
静
電
気
を
帯
び
る
現
象
を
知
っ
て
い
た
。
電
気
科
学
の
門

戸
を
開
い
た
の
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
侍
医
で
あ
っ
た
英
国
人
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ル
バ
ー
ト
（
乏
旨
四
日
⑦
号
閏
匡
豊
中
屋
畠
）
で
あ
る
。

彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
行
っ
た
よ
う
に
號
珀
を
摩
擦
す
る
事
で
、
静
電
気
を
起
こ
し
、
そ
の
現
象
を
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
の
阿
目
Ｑ
電
気
）

と
い
う
名
詞
で
呼
ん
だ
最
初
の
人
で
あ
る
。
没
す
る
数
年
前
の
一
六
○
○
年
に
は
、
《
己
①
冒
僧
画
①
扇
》
冒
侭
ロ
黒
目
の
目
①
９
９
日
ぎ
く
の
ゞ
２

口
の
冨
侭
二
○
旨
侭
邑
①
蔚
弓
の
冒
吊
の
Ｆ
ｏ
ａ
ｏ
己
．
届
ｇ
》
国
崗
異
＆
言
目
ゞ
．
（
磁
石
及
び
磁
性
体
並
び
に
大
磁
石
と
し
て
の
地
球
の
生
理
学
）
と
い
う

著
書
を
出
版
し
、
世
界
で
初
め
て
磁
気
や
静
電
気
に
関
す
る
知
識
を
人
々
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
科
学
的
事
実
と
い
う
も
の
は
実

験
に
よ
る
客
観
的
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
科
学
的
方
法
の
一
つ
と
し
て
実
験
を
確
立
し
、
近
代
科
学
の
門
を
開
け

た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
の
方
法
論
や
考
え
方
は
、
後
に
続
く
ベ
ー
コ
ン
、
ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
オ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
ら

の
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

西
欧
に
電
気
科
学
が
芽
生
え
始
め
た
こ
の
頃
の
日
本
は
、
徳
川
三
百
年
の
治
世
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
電
気
に
関
す
る

記
載
が
、
わ
が
国
の
歴
史
上
は
じ
め
て
見
て
と
れ
る
の
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
年
）
、
後
藤
梨
春
（
一
七
○
二
～
一
七
七
一
）
が
著
し
た
紅
毛

（
１
）

談
（
お
ら
ん
だ
ば
な
し
）
の
中
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
著
述
中
で
摩
擦
起
電
機
の
事
を
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
《
国
①
ｎ
国
昌
昌
）
〉
が
、
な
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
、
「
ゑ
れ
き
て
り
せ
い
り
て
い
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
摩
擦
起
電
機
を
発
明
し
た
の
は
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
半
球
の
供
覧

で
有
名
な
ド
イ
ツ
人
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ケ
（
ｇ
さ
く
○
口
⑦
亘
目
鼻
①
勗
冨
‐
屋
患
）
で
一
六
六
三
年
の
事
で
あ
る
。
こ
の
事

は
《
両
ｘ
Ｒ
ｇ
、
口
①
ｐ
ｇ
ｚ
ｏ
ぐ
四
（
三
く
Ｃ
８
昌
昌
）
冨
四
沮
呂
昌
哩
の
四
号
く
印
ｇ
ｏ
の
ロ
豊
ざ
扇
囹
》
国
Ｈ
牌
＆
罠
○
二
・
雪
》
（
真
空
に
つ
い
て
の
（
い
わ

（
２
）

ゆ
る
）
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
の
新
実
験
）
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
半
球
の
報
告
と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
発
表
の
お
よ
そ
百
年
後
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粥

感､櫛

電
磁
波
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
（
晨
の
富
里
園
『
且
昌
弓
宮
‐
扁
雪
）
に
よ
り
一
八
三
一
年
、
電
磁
誘
導
現
象
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

約
三
十
年
後
、
一
八
六
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（
菅
ョ
の
銅
口
の
異
冒
四
×
言
①
冒
麗
串
勗
ご
）
（
図
２
）

（
６
）

に
よ
り
そ
の
現
象
を
理
論
的
に
「
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ル
の
方
程
式
」
と
し
て
、
ま
と
め
ら
れ
た
事
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
そ
の
結
果
、
電
磁
波
と

い
た
の
で
、
治
療
器
具
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

科
学
の
発
達
に
よ
り
、
あ
る
程
度
自
由
に
電
気
を
操
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
期
以
降
の
わ
が
国
で
は
、
効
果
の
見
込
め
な
い
物
も
含
め

た
様
々
な
電
気
・
磁
気
治
療
器
と
称
し
た
類
の
機
械
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
殆
ど
が
源
内
の
エ
レ
キ
テ
ル
の
そ
れ
に
近
い
も
の

（
４
）

で
あ
っ
た
事
が
伺
わ
れ
る
。
源
内
が
完
成
さ
せ
た
エ
レ
キ
テ
ル
は
、
現
在
で
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
逓
信
総
合
博
物

（
戸
靭
）

館
・
郵
政
研
究
所
付
属
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

二
、
電
磁
波
研
究
の
発
達

図1

に
わ
が
国
に
西
洋
の
電
気
の
知
識
が
伝
来
し
、
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本

（
３
）

の
電
気
学
者
は
、
エ
レ
キ
テ
ル
を
作
っ
た
平
賀
源
内
が
有
名
で
あ
る
。
源
内
は
、

明
和
七
年
（
一
七
七
○
年
）
長
崎
を
訪
れ
た
際
、
一
台
の
破
損
し
た
起
電
機
を
見

つ
け
そ
れ
を
持
ち
帰
り
、
「
紅
毛
談
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
工
夫
を
加
え
、
七
年

後
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
年
）
に
エ
レ
キ
テ
ル
（
図
１
）
を
完
成
さ
せ
る
。
摩

擦
に
よ
っ
て
静
電
気
を
起
こ
す
起
電
機
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け

て
一
種
の
娯
楽
、
怪
し
い
治
療
道
具
な
ど
と
し
て
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
流
行
し
て

い
る
。
こ
の
起
電
機
に
よ
り
静
電
気
を
発
生
さ
せ
、
病
気
を
治
療
す
る
と
称
し

て
人
々
を
感
電
さ
せ
、
驚
か
せ
る
と
い
う
、
一
種
の
手
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
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艦
隊
司
令
長
官
・
東
郷
平
八
郎
は
、
「
直
ち
に
出
動
、
こ
れ
を
撃
滅
せ
ん
と
す
。
本
日
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
浪
高
し
」
と
有
名
な
文
章
を
大
本

営
へ
打
電
し
て
い
る
。
電
磁
波
利
用
の
無
線
電
信
は
や
が
て
無
線
電
話
へ
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
へ
と
発
展
す
る
事
と
な
る
。

＝

砥篭
》
淵
恥

■

」
■

殉
＆
↑

も

魚

ゞ
一
べ
、
、
岬

画
三
《
一

一

》
》
洞
弐

篭
猫

一心ノ
さ

■、－－〆

産 一一繕一一一 島
毎

瞬鷲垂 図'2

通
信
と
い
う
目
的
で
初
め
て
手
段
化
し
、
そ
の
応
用
も
含
め
て
商
業
的
に
も
成
功
さ
せ
た
の
は
、

イ
タ
リ
ア
の
グ
リ
エ
ル
モ
・
マ
ル
コ
ー
ニ
（
⑦
巨
怪
①
冒
○
冒
閏
８
己
昂
這
‐
届
雪
）
（
図
４
）
で
あ
る
。

彼
が
、
無
線
電
信
に
よ
る
大
西
洋
横
断
通
信
に
成
功
し
た
の
は
一
九
○
一
年
の
事
で
、
一
九
○
九

年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
一
九
一
二
年
に
お
け
る
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
惨
事

４
に
よ
り
、
彼
の
会
社
（
現
存
英
国
マ
ル
コ
ー
ニ
社
）
で
製
造
さ
れ
た
電
信
機
が
、
《
め
○
四
》
の
緊
急

図
信
号
（
食
ぎ
ぐ
①
○
胃
ぎ
こ
一
ｍ
（
馨
邑
・
ゞ
又
は
《
《
普
の
己
の
目
○
号
ｇ
艀
目
ｏ
の
〉
、
）
の
無
線
電
信
を
発
信
し

て
い
る
。

わ
が
国
で
は
、
一
九
○
五
年
（
明
治
三
十
八
年
）
の
日
本
海
海
上
に
お
け
る
五
月
二
十
七
日
に
、

哨
艦
信
濃
丸
に
装
備
さ
れ
た
国
産
三
六
式
無
線
電
信
機
に
よ
る
「
敵
艦
見
ゆ
」
の
電
信
で
ロ
シ
ア
・

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
位
置
を
連
合
艦
隊
司
令
部
に
打
電
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
連
合

『,諏
嘩夢

勺

凸F

、

図'3

い
う
も
の
が
こ
の
自
然
界
に
存
在
し
、
そ
の
伝
播
速
度
は
、
光

速
度
と
等
し
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ル
ツ
扇
ｇ
ａ
呂
勾
且
○
惠
函
閏
薗

易
弓
‐
勗
置
）
（
図
３
）
は
、
一
八
八
八
年
に
二
本
の
金
属
棒
の
問

に
小
さ
な
隙
間
を
作
り
、
そ
の
間
に
ス
パ
ー
ク
を
飛
ば
す
事
に

よ
り
実
験
的
に
電
磁
波
を
作
り
出
す
事
に
成
功
す
る
。
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当、画

医
学
史
上
初
め
て
電
磁
波
（
界
）
と
生
体
影
響
、
並
び
に
そ
れ
を
応
用
し
治
療
行
為
を
行
っ
た
の
は
、
ダ
ル
ソ
ン
ヴ
ァ
ル
（
胃
・
菅
８
匡
①
の
‐

ど
の
習
①
竺
旨
⑳
ｇ
く
こ
（
屍
望
‐
尼
き
）
（
図
５
）
が
最
初
で
あ
る
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
・
医
学
者
で
あ
り
、
現
在
は
ガ
ウ
ス
（
Ｇ
）

（
７
）

に
替
わ
っ
て
磁
気
の
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
テ
ス
ラ
」
（
Ｔ
）
に
そ
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
ｚ
房
○
両
目
①
の
両
（
畠
認
‐
ら
お
）
（
図
６
）

三
、
電
磁
波
に
よ
る
治
療

､

壁

図6

が
、
発
見
し
た
交
流
電
流
を
用
い
て
高
周
波
電
磁
界
を
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に

よ
る
生
体
影
響
と
医
学
的
治
療
へ
の
応
用
を
実
験
・
実
践
す
る
。
ダ
ル
ソ
ン
ヴ
ァ
ル
は
、

パ
リ
で
脊
髄
の
障
害
側
運
動
障
害
と
反
対
側
温
痛
覚
障
害
を
呈
す
る
脊
髄
損
傷
で
あ
る
、

５
ブ
ラ
ウ
ン
‐
セ
カ
ー
ル
症
候
群
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
○
冨
己
隅
国
号
匡
“
ａ
国
８
ジ
ョ
‐

図
駅
二
巨
四
ａ
（
屍
弓
‐
屍
震
）
の
元
で
医
学
を
学
び
、
一
八
九
二
年
に
ロ
夢
品
目
畠
』
電
流
、

い
わ
ゆ
る
↑
箆
胃
⑱
○
二
ぐ
四
房
四
画
○
国
雪
》
と
し
て
、
装
置
か
ら
発
生
さ
れ
た
電
磁
波
を
皮
層
と

（
８
）

粘
膜
の
病
変
に
照
射
す
る
治
療
を
開
始
す
る
。
現
在
で
は
ジ
ァ
テ
ル
ミ
ー
目
四
号
閏
昌
己

と
い
う
名
で
も
呼
ば
れ
、
医
学
物
理
療
法
の
先
駆
け
的
な
も
の
と
な
る
。
日
田
号
⑦
『
昌
己
と

は
、
扁
禺
旨
腎
冑
○
巨
瞥
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
意
味
で
、
電
磁
波
の
特
異
的
作
用
の
一
つ
で
あ

る
温
熱
効
果
を
利
用
し
た
療
法
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
温
熱
を
利
用
し
た
治
療
は
、
太

古
の
昔
か
ら
人
や
動
物
は
傷
を
負
っ
た
時
や
痛
み
が
生
じ
た
時
に
、
そ
の
患
部
に
た
き
火

や
温
石
を
当
て
た
り
、
自
然
に
湧
き
出
す
温
泉
に
浸
か
っ
て
全
身
を
温
め
る
こ
と
に
よ
り

癒
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
時
代
等
か
ら
見
ら
れ
る
蒸
し
風
呂
（
図
７
）
等
も
温
熱
療

法
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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壷
‐
個
零
瓢
■
麺
ｌ
亀
園
瓢
惑

一

一
房
》
》
・

一
卓
“

一
Ｆ

”一

竃

効
果
の
他
に
更
な
る
特
殊
作
用
の
存
在
に
気
付
き
、
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
国
言
言
評
言
①
ｇ
巴
《
①
（
易
程
Ｉ
己
謂
）
ら
に
よ
っ
て
こ
の
特

（
州
‐
鋤
）

殊
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
が
開
始
さ
れ
る
．
一
九
三
○
年
代
初
頭
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
国
帰
国
弓
①
爵
の
号
①
侭
ら
に
よ
る
小
型
装
置
を

（
泌
‐
海
）

用
い
た
弱
力
放
射
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
は
、
同
大
学
の
物
理
学
者
君
○
局
四
侭
国
○
胃
『
の
助
力
に
よ
り
、
当

時
と
し
て
は
極
め
て
小
型
の
超
短
波
発
生
治
療
装
置
を
製
作
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
彼
ら
は
三
年
間
で
、
二
千
名
以
上
の
種
々
の
疾
患
を

持
つ
患
者
に
対
し
そ
れ
を
用
い
る
事
に
よ
り
、
種
々
の
成
績
を
収
め
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
は
、
今
日
で
も
電
磁
波
と
生
体
影
響
・
そ

の
技
術
に
関
す
る
書
物
と
し
て
は
初
期
に
分
類
さ
れ
、
当
時
の
先
端
医
学
・
物
理
学
に
興
味
を
持
つ
医
学
者
達
に
広
く
読
ま
れ
る
事
と
な
っ

図7

ジ
ァ
テ
ル
ミ
ー
の
高
周
波
発
生
装
置
・
電
磁
波
発
生
器
は
、
一
九
○
六
年
に
、
ド
イ
ツ
の
物

（
９
）

理
学
者
で
あ
る
〆
閏
｝
印
四
目
ｚ
侭
①
一
ｍ
ｇ
目
骨
に
よ
っ
て
、
小
型
化
し
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
発
達
す
る
。
当
時
は
様
々
な
人
に
よ
っ
て
種
々
の
タ
イ
プ
が
、
高
周
波
発
生
器
と

し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ゴ
セ
ー

（
シ
ロ
８
邑
旨
⑦
○
印
８
は
、
無
線
周
波
数
領
域
に
お
け
る
生
物
学
的
影
響
に
関
し
自
作
の
電
磁
波
発

信
装
置
を
用
い
て
実
験
し
、
短
波
帯
の
高
周
波
周
波
数
に
よ
る
温
熱
効
果
で
植
物
腫
瘍
を
植
物

（
川
）

自
身
に
は
何
の
影
響
も
与
え
ず
破
壊
出
来
る
事
を
発
見
す
る
。
一
九
二
○
年
代
後
半
と
な
る
と
、

医
師
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
］
・
雪
昌
四
目
の
の
島
①
愚
の
ｇ
①
急
の
ど
ら
に
よ
っ
て
高
周
波
電
磁
界
に

よ
る
生
体
影
響
へ
の
動
物
実
験
（
短
波
帯
の
電
磁
波
は
ハ
エ
等
の
昆
虫
を
殺
傷
す
る
）
が
電
磁
波
療

法
の
温
熱
効
果
作
用
を
中
心
に
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
超
短
波
治
療
学
と
共
に
電
磁
波
に
よ
る

（
Ⅲ
，
ｒ
）

生
体
影
響
に
関
す
る
基
礎
を
著
し
た
諸
種
の
生
物
学
的
業
績
が
発
表
さ
れ
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
大
学
に
お
い
て
も
多
く
の
学
者
に
よ
り
電
磁
波
の
特
異
的
効
果
で
あ

る
、
温
熱
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
重
ね
る
う
ち
、
温
熱
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（
”
）

ま
た
、
北
海
道
、
東
北
帝
国
大
学
を
中
心
に
温
熱
を
除
去
し
た
超
短
波
の
特
殊
作
用
に
つ
い
て
種
々
の
有
益
な
研
究
が
、
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
、
東
京
医
学
電
気
株
式
会
社
（
現
伊
藤
超
短
波
株
式
会
社
）
の
創
業
者
で
あ
り
、
わ
が
国
の
無
線
技
術
の
振
興
に

尽
力
し
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
創
立
の
創
立
功
労
者
に
も
選
ば
れ
た
伊
藤
賢
治
（
一
九
○
○
～
一
九
七
一
）
（
図
９
）
が
、
こ
の
治
療
法
に
大
き
く
触
発

さ
れ
、
安
藤
駒
太
郎
商
店
（
現
ア
コ
マ
医
科
工
業
株
式
会
社
）
か
ら
真
空
管
式
超
短
波
治
療
器
を
製
作
す
る
。
こ
の
真
空
管
式
超
短
波
治
療
器
、

ワ
イ
セ
ン
ベ
ル
グ
‐
伊
藤
式
超
短
波
放
射
器
（
製
品
名
「
自
の
魂
」
み
ず
か
ら
の
た
ま
し
い
）
が
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
電

圏七寸・二陣

高
潔
閥
淡
竜
漣
装
認

左
″
ユ
レ
ー
ム
ロ
レ

フ
氏
閃
先
惑
堅
■
・

愈
方
鰹
二
■
ノ
ダ
ィ

デ
シ
磯
？
敏
み
亘

ニ
ソ
ノ
ボ
ヵ
ニ
横
〈

山
《
ソ
鯵
ノ
イ
ド
ナ

ｖ
ｐ

鯏
窃氏

畢武
徳匁
”鯵
扇

図8

図9

た
書
物
、
「
○
日
邑
国
閉
号
Ｈ

【
巨
簡
言
巴
帝
邑
昏
閏
四
宮
①
」

（
「
短
波
治
療
の
基
礎
」
）
が
公

刊
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
、
大
正
五

年
四
月
発
行
の
日
本
内
科
全

（
郡
）

害
二
巻
第
二
冊
・
電
気
療
法

の
テ
ス
ラ
氏
電
流
の
項
に
は

電
磁
波
の
高
周
波
電
流
に
つ

い
て
の
発
生
法
、
性
質
、
応

用
法
に
つ
い
て
詳
し
く
記
載

さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
器

具
の
図
も
数
葉
見
て
と
れ
る

（
図
８
）
。
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電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
の
研
究
は
、
第
一
次
大
戦
終
了
後
の
一
九
一
八
年
に
、
そ
の
軍
事
転
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
列
強
各
国
で
始
ま

っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
当
時
の
陸
軍
科
学
研
究
所
等
に
お
い
て
、
各
種
軍
事
技
術
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
非
電
離
放
射
線
の
一

（
帥
）

つ
で
あ
る
電
磁
波
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
「
殺
人
光
線
」
と
呼
称
し
て
、
そ
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
軍
事
利
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
模
索
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
終
了
後
の
冷
戦
中
に
は
、
電
磁
波
の
応
用
研
究
の
熾
烈
な
戦
い
が
展
開
さ
れ
る
事
と
な
り
、
特
に
旧
ソ

連
に
お
い
て
、
軍
事
技
術
の
一
つ
と
し
て
基
礎
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
共
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
そ
れ
ら
生
物
学

（
制
）

的
影
響
に
関
す
る
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
電
磁
波
軍
事
転
用
に
関
す
る
歴
史
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
も
の
が
多
い
が
、
政

治
的
思
惑
が
大
き
く
交
差
す
る
時
代
で
あ
っ
た
が
為
、
現
在
で
も
極
秘
の
軍
事
機
密
的
な
と
こ
ろ
が
強
く
あ
り
、
歴
史
調
査
は
困
難
で
あ
る
。

主
た
る
こ
れ
ら
の
科
学
的
発
表
は
旧
ソ
連
か
ら
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
発
表
に
際
し
て
、
そ
の
多
く
が
ロ
シ
ア
語
を
用
い
ら
れ
て
い
た
為
、

世
界
の
人
々
は
、
関
心
を
示
す
事
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
三
○
年
代
以
降
、
無
線
周
波
数
帯
域
電
磁
波
の
利
用
は
産
業
、
科
学
、
医
学
、
交
通
、
そ
し
て
国
防
等
の
分
野
を
中
心
に
加
速
度
的

に
そ
の
利
用
頻
度
が
高
く
な
る
。
電
磁
波
利
用
の
進
歩
・
発
達
に
よ
っ
て
、
無
線
周
波
数
帯
域
電
磁
波
の
送
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ま
た
増
力
の

一
歩
を
辿
る
事
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
電
磁
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
生
物
学
的
影
響
に
関
す
る
人
々
の
関
心
も
ま
た
更
に
高
く
な
り
、
電
磁
波
に

（
犯
，
湖
）

磁
波
に
よ
る
生
態
影
響
の
研
究
・
治
療
の
本
格
的
な
幕
開
け
と
な
る
。
ま
た
伊
藤
は
、
無
線
技
術
専
門
誌
「
無
線
と
実
験
」
（
現
在
は
誠
文
堂
新

光
社
刊
）
を
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
に
発
刊
し
て
い
る
。

ジ
ァ
テ
ル
ミ
ー
は
、
電
磁
波
の
発
す
る
熱
に
よ
り
体
内
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
組
織
の
修
復
を
早
め
る
と
い
う
目
的
で
理

学
療
法
の
分
野
に
お
い
て
現
在
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
高
周
波
発
生
の
技
術
的
理
論
は
、
今
で
は
外
科
手
術
時
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
電
気
メ
ス
等
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。

四
、
電
磁
波
利
用
「
生
物
学
的
非
特
異
的
効
果
（
無
熱
効
果
）
」
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関
す
る
研
究
が
本
格
的
に
幕
を
開
け
る
事
と
な
っ
て
く
る
。
多
く
の
研
究
者
達
は
電
磁
波
暴
露
下
に
置
か
れ
た
人
や
動
・
植
物
の
生
体
に
お

い
て
発
熱
（
温
熱
）
効
果
と
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
症
状
が
惹
起
さ
れ
て
来
る
事
を
そ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
経
験
的
に
知
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
が
、
そ
れ
が
ど
の
様
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
生
体
へ
の
障
害
、
又
は
逆
に
創
傷
治
癒
な
ど
の
利
用
価
値
の
高
い
効
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
も

の
な
の
か
は
多
く
の
と
こ
ろ
が
未
知
な
る
事
で
あ
っ
た
。

更
な
る
研
究
に
よ
る
電
磁
波
照
射
実
験
の
結
果
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
リ
ー
フ
ァ
－
ケ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
等
は
、
ヒ
ト

の
血
圧
上
昇
・
め
ま
い
・
頭
痛
・
虚
弱
体
質
・
方
向
感
覚
の
喪
失
・
吐
気
等
の
生
体
に
と
っ
て
は
不
利
益
な
効
果
と
、
そ
し
て
生
体
の
温
度

上
昇
だ
け
で
は
説
明
の
付
か
な
い
生
物
学
的
な
非
特
異
的
影
響
の
あ
る
事
を
経
験
す
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
で
も
多
く
議
論
が
存
在
す
る
が
、

い
わ
ゆ
る
そ
れ
ら
の
効
果
は
永
続
的
な
損
傷
や
熱
だ
け
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
と
い
う
事
が
歴
史
上
登
場
し
て
き
た
（
無
熱

（
錐
‐
鋤
）

効
果
・
餌
讐
の
『
目
い
ｇ
の
言
弓
冒
侭
の
認
識
）
の
で
あ
る
。

一
九
三
○
年
代
中
盤
か
ら
は
世
界
的
な
戦
争
の
気
運
の
高
ま
り
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
す
る
。
こ
れ
ら
電
磁
波
の
無
熱
効
果

の
研
究
は
、
戦
後
を
通
じ
て
そ
の
生
物
学
的
影
響
に
つ
い
て
ほ
ぼ
三
十
年
間
、
世
に
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ

の
実
験
の
複
雑
性
（
照
射
周
波
数
や
照
射
強
度
等
が
幾
通
り
も
あ
る
）
は
も
と
よ
り
、
そ
の
再
現
性
の
困
難
さ
と
、
当
時
こ
の
研
究
が
最
も
盛
ん

で
あ
っ
た
場
所
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
率
い
た
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
の
時
代
と
重
複
し
て
し
ま
っ
た
事
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
後
の
冷
戦
時
代
も

含
め
、
敗
戦
後
に
分
断
さ
れ
た
ド
イ
ツ
、
更
に
ソ
連
進
駐
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
の
基
礎
的
研
究
が
実
質
上
行

え
な
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
量
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
追
試
も
含
め
た
再
検
討
は
残
念
な
が
ら
戦
後
の
西
側
世
界
に
お

い
て
は
、
再
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
最
近
に
至
る
ま
で
殆
ど
無
く
、
本
研
究
の
発
展
を
結
果
的
に
遅
ら
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。

電
磁
波
を
長
時
間
浴
び
て
い
る
と
身
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
い
る
と
い
う
事
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
携
帯
電
話
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

丘
、

電
磁
波
の
無
熱
効
果
、
非
特
異
的
健
康
影
響
に
関
す
る
研
究
の
今
後
の
期
待
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タ
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
電
磁
波
に
日
々
長
時
間
暴
露
さ
れ
て
い
る
と
生
理
的
、
心
理
的
な
不
調
が
生
じ
る
人
が
い
る
と
い
う
事
も
こ
れ
ま
た
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
調
は
慢
性
ス
ト
レ
ス
の
兆
候
で
も
あ
り
、
よ
く
「
電
磁
波
ス
ト
レ
ス
」
、
細
か
く
言
う
と
「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
」
等
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
確
か
に
絶
縁
素
材
で
作
ら
れ
た
携
帯
電
話
の
カ
バ
ー
や
ケ
ー
ス
は
「
熱
効
果
」
に
は
あ
る
程
度

対
応
出
来
る
事
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
生
体
に
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
人
々
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
電
磁
波
か
ら
発
生
す
る
「
無
熱

効
果
」
の
方
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
遮
断
す
る
事
は
現
在
の
と
こ
ろ
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

現
在
、
様
々
な
形
で
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
へ
の
関
心
が
人
々
に
持
た
れ
て
い
る
。
そ
の
発
端
は
一
九
七
九
年
に
発
表
さ
れ
た
、
言
四
号
．

（
洲
）

四
日
閏
と
Ｆ
ｇ
閏
の
論
文
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
人
々
は
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
か
っ
た
と
言
う
。
そ
の
報
告
は
送
電
線
か
ら
副
次

的
に
発
生
さ
れ
る
漏
れ
電
磁
波
に
よ
っ
て
小
児
の
白
血
病
発
症
率
が
増
大
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
の
疫
学
調
査
で
あ
っ
た
。
当

時
の
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
か
な
り
大
き
く
報
道
さ
れ
る
事
と
な
り
、
そ
れ
以
降
、
比
較
的
大
掛
か
り
な
疫
学
調
査
を
主
体
と
す
る
研

（
弱
‐
錦
）

究
が
幾
つ
も
報
告
さ
れ
る
等
、
送
電
線
か
ら
の
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
、
特
に
発
癌
に
つ
い
て
の
疫
学
調
査
結
果
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
調
査
の
約
半
数
に
お
い
て
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
の
結
果
を
示
し
、
残
り
半
数
は
関
連
性
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
な

一
九
九
六
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
冒
蔚
目
目
○
口
堅
○
○
日
目
の
の
旨
二
○
国
ｚ
ｏ
己
○
口
目
侭
両
印
＆
昌
○
自
刃
○
尉
昌
○
邑
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｐ
、
国
際
非
電

離
放
射
線
防
護
委
員
会
）
と
ド
イ
ツ
並
び
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
共
同
で
、
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
に
つ
い
て
の
科
学
的
再
検
討
会
議

が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
電
磁
波
に
よ
る
詳
細
な
健
康
リ
ス
ク
、
特
に
低
レ
ベ
ル
で
の
電
磁
波
暴
露
（
無
熱
効
果
）
に
よ
っ

て
癌
等
の
発
症
リ
ス
ク
に
つ
い
て
今
後
も
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
は
生
物
学
、
物
理
学
、
医
学
、
産
業
界
等
の
学
際
的
な
研
究
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
な
研
究
に
よ
り
革
新
的

技
術
の
発
見
が
必
須
で
あ
る
。
両
刃
の
剣
的
な
効
果
・
作
用
を
持
つ
電
磁
波
を
、
利
用
者
で
も
あ
る
我
々
が
そ
れ
と
の
間
に
調
和
の
取
れ
た

良
好
な
関
係
性
を
築
き
、
積
極
的
に
制
御
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
が
現
在
最
も
急
が
れ
る
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
世
界
各
国
で
は

っ
て
い
る
。
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現
在
、
大
学
や
様
々
な
研
究
機
関
で
そ
の
生
物
学
的
無
熱
効
果
の
測
定
実
験
が
始
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
よ
り
正
確
な
る
電
磁

波
の
総
て
の
効
果
の
存
在
と
定
量
化
を
実
証
し
、
安
全
域
と
危
険
域
を
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

参
考
文
献
及
び
注

（
１
）
後
藤
梨
春
「
紅
毛
談
」
負
目
５
‐
目
ロ
ロ
・
お
ら
ん
だ
ば
な
し
）
明
和
二
年
二
七
六
五
）
江
戸
時
代
中
期
の
本
草
家
。
本
書
は
上
・
下
巻
の
二
分

冊
。
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人
よ
り
聞
き
取
っ
た
文
物
を
記
述
し
、
一
七
四
六
年
（
延
享
三
年
）
も
し
く
は
一
七
六
五
年
（
明
和
二
年
）
に
世
に

出
た
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
を
紹
介
し
た
書
物
。
西
川
如
見
の
「
増
補
華
夷
通
商
考
」
な
ど
を
参
考
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
、
風
土
、
風
俗
、
暦
、
物

産
、
言
語
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
エ
レ
キ
テ
ル
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
本
書
で
、
下
巻
に
医
薬
等
の
情
報
と
共
に
「
ゑ
れ
き
て
り
せ
い
り
て
い
」

（
国
⑦
一
合
庁
詳
昌
電
気
）
と
い
う
表
記
で
電
気
に
関
す
る
事
項
を
摩
擦
式
起
電
機
の
図
を
付
し
て
説
明
し
て
お
り
、
「
諸
痛
の
あ
る
病
人
の
痛
所
よ

り
火
を
と
る
器
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
日
本
最
初
の
電
気
に
関
す
る
文
献
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
半
球
ド
イ
ツ
・
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
市
長
で
あ
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ケ
は
、
当
時
の
最
先
端
技
術
で
あ
っ
た

空
気
ポ
ン
プ
に
関
す
る
実
験
を
行
い
、
そ
の
発
展
・
改
良
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
《
両
愚
四
目
①
邑
国
ｚ
ｏ
ぐ
四
（
具
ぐ
Ｏ
８
昌
昌
）
三
ｍ
召
各
員
‐

四
８
号
く
四
目
○
普
閏
ざ
屋
忌
》
国
門
留
＆
昼
目
・
幸
》
（
真
空
に
つ
い
て
の
（
い
わ
ゆ
る
）
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
の
新
実
験
）
は
そ
れ
ら
の
実
験
の
記
録

を
後
年
ま
と
め
た
も
の
で
、
特
に
一
六
五
七
年
に
行
わ
れ
た
「
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
半
球
」
と
呼
ば
れ
る
実
験
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
実
験
は
、
二

つ
の
銅
製
半
球
を
あ
わ
せ
て
球
を
作
り
ポ
ン
プ
で
中
の
空
気
を
吸
い
出
す
と
、
両
側
か
ら
数
十
頭
の
馬
で
引
か
せ
て
も
引
き
離
す
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
ボ
イ
ル
や
ホ
イ
ヘ
ン
ス
に
よ
る
空
気
ポ
ン
プ
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
３
）
桑
木
或
雄
「
科
学
史
考
」
所
収
「
エ
レ
キ
テ
ル
物
語
」
河
出
書
房
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）

（
４
）
田
中
聡
「
健
康
法
と
癒
し
の
社
会
史
』
青
弓
社
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
九
月
）

（
５
）
岩
井
登
、
井
上
恵
子
「
ゑ
れ
き
て
る
考
証
」
郵
政
研
究
所
月
報
、
二
○
○
二
年
（
平
成
一
四
年
四
月
号
）
三
二
～
三
八
頁

（
６
）
ご
図
×
言
呂
》
］
．
。
．
”
鈩
再
①
胃
〕
器
○
口
座
Ｒ
国
凰
ご
四
目
日
囚
唱
①
爵
ョ
．
○
蔦
Ｏ
ａ
Ｑ
閏
①
且
○
ご
頁
の
⑩
の
ぐ
．
Ｑ
閏
の
目
○
口
胃
①
閉
陥
ュ
朗
ぐ
巳
』
菖
巳
．

画
當
α
碇
ｚ
“
含
巳
』
蒔
き
巳
．
ご
屍
認

（
７
）
弓
①
の
菌
ゞ
ｚ
・
率
両
〆
己
①
国
日
①
貝
の
急
］
牙
己
吊
目
翼
の
。
匡
国
①
ロ
威
旦
三
ｍ
ゴ
ロ
ｇ
①
具
国
一
曽
己
ゴ
侭
ゴ
ヰ
ｇ
ロ
①
ロ
の
詞
ｚ
①
急
目
○
異
》
］
○
言
勗
さ
ご
》
屍
麗



奈良圭之輔他：電磁波による生体影響の研究・治療の歴史 286

ヘ
８
－

〆
１
１
上
型

ヘ
４
－

〆
『
’
八
｝

（
８
）
色
少
尉
〔
旨
く
里
．
男
少
．
”
国
①
２
回
Ｑ
筋
２
日
〕
９
○
ず
①
段
四
具
５
巨
旦
朋
負
旨
国
国
厨
ヨ
Ｑ
昌
尉
号
彦
曽
罠
尉
坤
酔
宕
①
ご
用
ｍ
昌
帝
ず
四
ｇ
罠
で
】
○
の
望
曽
】
昌
口
の

ｚ
具
＄
凹
面
の
Ｏ
ｏ
ｐ
①
四
○
旨
哩
①
〕
障
目
呂
昂
冨
己
』
雪
上
宅
ｍ
目
巴
屍
麗

（
９
）
ｚ
四
媚
里
胃
一
ヨ
］
一
号
》
嵐
・
司
．
輔
伊
①
言
’
ロ
ー
ｇ
］
Ｑ
閏
口
国
吾
①
胃
’
白
馬
即
日
Ｈ
少
目
房
昌
己
聾
匡
昌
①
『
‐
四
己
①
国
①
昌
貝
の
宮
，
曰
、
Ｑ
‐
く
ｇ
匿
い
己
屋

（
、
）
四
国
］
局
冒
己
闇
．
シ
・
ぐ
．
曾
己
・
”
函
言
９
号
閏
ョ
国
里
Ｒ
胃
（
旨
国
ｍ
ｐ
２
旨
伊
昌
国
巴
房
昌
冑
乏
煙
で
曽
画
の
言
国
国
冒
吊
目
ユ
里
の
四
国
の
曾
岬
閏
）
扇
８
号
昌
隅
》

閉
Ｒ
ｇ
Ｂ
静
旨
吊
望
豆
呂
唱
８
ｍ
両
国
尉
菌
三
①
蚤
８
儲
国
号
冒
鴨
昌
閏
国
国
○
目
吊
ａ
ｓ
く
三
・
〆
蚤
一
》
言
二
目
＆
口
認
‐
路
〕
Ｐ
宮
亭
艀
耳
尉
目
耳
①

（
Ⅳ
）

（
胸
）

（
喝
）

（
皿
）
い
、
ゴ
Ｑ
’
①
印
ｇ
〕
①
写
ご
里
・
『
》
］
］
弓
．
》
国
冒
）
一
（
）
ぬ
月
巴
①
廟
①
○
筋
○
哺
昇
吊
同
宮
一
二
ｍ
彦
働
‘
の
ロ
ロ
①
．
○
望
①
汚
の
茸
．
ｇ
ご
画
哩
］
①
奇
骨
目
・
画
ユ
冨
号
旨
己
．
罰
塑
昌
巳
（
侭
旦
画
壽
ロ
函
一
つ
１
画
切
津

（
Ⅱ
）
の
９
房
目
’
＄
９
５
乏
堅
島
》
胃
雪
．
．
“
エ
ｇ
胃
昌
ｇ
ｏ
昌
．
吊
邑
尉
旦
ぐ
閏
昌
巨
哩
〕
旬
①
。
こ
の
目
ｏ
冒
昌
×
昌
詳
扇
望
毎
口
座
房
．
弓
ニ
ワ
国
①
堅
昏
詞
興
）
．
畠
》
ロ
忠
司
ｌ
麗
空

（
肥
）

、
巳
］
臼
⑦
の
Ｑ
〕
の
弓
堅
命
爵
胃
夛
毎
勺
迂
回
巴
○
さ
ぬ
旨
巴
⑯
索
の
○
厨
○
冷
○
匡
吋
『
①
．
厨
○
品
ぐ
①
吋
昌
ゴ
ー
”
ず
可
の
口
匡
の
目
扁
胃
（
］
函
興
一
・
二
こ
つ
つ
庁
（
）
函
望
）
己
三
）
こ
の
昌
巳
①
で
①
旨
刊

の
①
の
ｏ
己
ｅ
，
閉
シ
言
．
国
①
巴
ｇ
丙
①
ロ
迄
辛
口
岳
＄
Ｉ
乞
露
）
ら
囲

め
の
茸
閏
①
閂
す
④
ご
巴
噌
自
．
声
『
・
却
出
の
９
日
い
①
寵
①
ｇ
呉
ぐ
①
吋
胃
ゴ
揖
固
岸
①
口
匡
①
国
の
望
Ｒ
）
冒
己
囚
勗
国
司
①
昼
の
ｇ
〕
○
『
ぬ
四
己
ｎ
コ
ロ
己
⑩
曽
己
戴
器
二
＄
・
官
号
．
国
①
巴
号

罰
の
ｐ
挙
鱒
ロ
望
芋
⑭
、
騨
豈
』
毎
ｓ
い
い

腸

の
の
ど
①
昂
閂
画
の
急
里
畠
室
ご
言
シ
ご
旦
囚
く
○
邑
扉
函
．
国
．
里
巴
．
帥
弓
面
①
ｍ
ｇ
５
邑
旦
の
匡
弓
四
〕
厨
且
ぐ
①
ご
匿
い
ご
可
の
口
巨
の
ロ
の
臣
二
口
ｇ
］
言
勗
呂
の
ｏ
里
厨
消
己
（
旨
四

耳
四
口
９
画
目
国
匡
①
ざ
弓
一
閏
月
○
員
国
．
弔
口
ロ
函
①
巴
昏
詞
①
ｐ
お
”
ロ
程
？
程
興
与
ご
画
筈
旨
嗅
目
〕
》
シ
ロ
コ
一
己
腸

い
、
ゴ
①
『
①
の
Ｑ
〕
①
君
里
遭
》
］
學
言
四
二
・
口
三
厨
ｑ
の
画
毎
ｍ
の
○
ぐ
・
叩
○
四
己
の
閏
日
○
同
国
屋
ご
冒
号
の
庸
己
○
『
揖
冒
巴
『
の
四
ｍ
可
胃
］
ｇ
‐
）
里
禺
朋
．
勺
ロ
ロ
国
①
巴
号

詞
の
ロ
心
」
“
ロ
』
ｌ
」
蝉
ご
く
煙
の
三
国
頤
庁
○
員
当
四
房
目
や
四
ｍ

ｍ
の
ぎ
閏
①
閂
茸
①
弓
陛
Ｑ
》
］
豈
言
四
コ
Ｑ
ご
昌
扁
ｑ
聾
胃
朋
・
叩
目
面
①
己
扇
ぐ
の
具
］
ｇ
〕
“
ｐ
Ｑ
ｏ
ｇ
言
目
一
旦
の
曽
旨
①
罵
皀
曽
〕
さ
『
巨
呉
５
己
‐
弓
昼
の
冒
碩
四
目
Ｎ
自
ら
ご

ト

レ

勺
号
．
函
①
竺
芸
詞
８
．
麗
望
〕
や
己
士
宅
〕
夛
画
答
ヨ
唄
○
ロ
．
旨
ロ
①
岳
認
巴
８
］
・
冨
呂
・
己
も
・
韻
中
謡
い
静
冒
．
岳
認

切
、
匡
討
ロ
ゴ
里
肉
⑪
両
・
却
六
市
二
コ
耐
詞
の
里
鼻
ご
己
留
蜀
の
射
の
Ｑ
の
め
○
吋
”
四
目
勿
目
匡
勿
四
一
爲
穴
冒
薗
①
里
里
ハ
旬
．
ヨ
㎡
一
行
ロ
．
函
〕
ロ
①
風
の
貝
冒
①
竺
印
里
里
ハ
ロ
．
○
三
○
胃
祠
尉
‐

の
壷
①
雪
ご
詳
言
侭
．
君
同
ゴ
ー
肖
言
．
ｚ
尻
置
い
５
９
１
尽
冨
・
己
路

シ
冒
竺
岳
路

画
つ
一
］

吟
官
営
］
や
い
函
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（
四
）
、
の
三
耐
亘
扇
爵
①
》
両
．
》
ご
一
〕
閏
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